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2019 年 8 月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向を踏まえ、2019 年４月 15日に公表しました 2019 年８月期(2018

年９月１日～2019 年８月 31 日)の業績予想を下記の通り修正することとしましたので、お

知らせ致します。 

 

記 

 

１.2019 年８月期通期連結業績予想数値の修正(2018 年９月１日～2019 年８月 31日)             

   

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主 
に帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円 

1,668 

百万円 

39 

百万円 

52 

百万円 

34 

円 銭 

131.49 

今 回 実 績 (Ｂ ) 2,180 26 25 22 86.05 

増減額 (Ｂ－Ａ ) 512 △13 △26 △11  

増 減 率 ( ％ ) 30.7 △33.8 △50.7 △34.6  

(ご参考)前期実績 

(平成 29 年８月期) 
1,681 12 △6 △52 △211.32 

 

２.修正の理由 

売上高は当連結会計年度において 2,180 百万円となり、前年対比 29.7％の進展を致しまし



た。タイル工事業を営む㈱セラミックワンの発行済株式 100％を取得し、みなし取得日を

2019 年２月 28日として連結子会社としたことや、㈱トライ及び㈱ネットの電気通信工事事

業が堅調に推移したことが売上高増加に大きく寄与しました。一方、利益面においては、

営業利益 26 百万円（前年同期比 115.7％増加）、経常利益 25 百万円（前年同期は経常損失

６百万円）と前年同期比で収益性が改善したものの、業績予想数値に対しては未達となり

ました。㈱セラミックワンの連結子会社化に伴い、当連結会計年度よりタイル・石材建築

工事事業を開始したことにより利益が増加し、また、建材卸売事業において、より利益性

の高い商品仕入を促進したことに伴い損失が減少しましたが、一方で主力事業のタイル・

石材加工販売事業において、新工場稼働等に伴い経費が増加し、また、電気通信工事事業

において、営業拠点開設費用が増加したこと等により、連結グループ全体としては利益目

標未達となったものです。 

 

以 上 


